
WE２１ジャパン都筑は、地域の方々から「もったいない」の気持ちで寄付していただいた品々を、チャリティショップ

「WEショップつづき」で販売し、その収益で、アジア等の女性・子どもの自立支援をする認定NPO法人です。

エ シ カ ル な 暮 ら し が し た い

https://we21tsuzuki.com

リユース・リサイクルを通してアジアの女性たちの自立を支援します ２０２２年１２月

イ ン ド の コ ッ ト ン 生 産 地 で の 児 童 労 働 の 今
WE21ジャパン都筑が支援している 「ACE」は、インド・テランガナ州のコットン生産がさかんな農村地域で、現地パートナー

団体SPEEDとともに、児童労働から子どもを守り教育を支援する「ピース・インドプロジェクト」を行っています。

畑への見回り Ｂｙ ＡＣＥ

＜コロナの影響で学校に通わなくなった子どもや親へ

の働きかけ＞

プロジェクト実施地で公立・私立学校に通う子どもたち1,364

人のうち、6月時点で100人の子どもが定期的に学校に通って

いないことがわかりました。

コロナの影響で親の収入が不安定になり、私立学校の学費

を捻出できなくなるなどの事情があり、公立学校への転校を促

したりしています。

一方、仕事をしている親たちの中には、学校に通っていない

子どもを家に置いて出かけることができず、コットン畑などの職

場に連れて行く様子も見られ、児童労働のリスクは高まります。

SPEEDは、村の見回りを毎日行い、子どもやその親に対して学

校へ通うように説得を続けた結果、8月15日時点で学校に通わ

ない子どもが5人まで減りました。 （ACE HPより抜粋）

＜親の経済基盤を安定させる「収入向上支援」＞

ACEでは、特に経済的に困窮している世帯に対し、家畜の貸

与や小規模ビジネスへの融資を通して「収入向上支援」を

行っています。

新型コロナウイルス感染症拡大によってしばらく実施するこ

とができなかった収入向上支援ですが、3月から6月にかけ

て、困窮した15世帯に対する家畜の貸与（水牛 4世帯、牛 6

世帯、羊 3世帯）や小規模ビジネス支援、（ 2世帯）を行うこと

ができました。

小商店のビジネス支援を受けたアディティさん（仮名）は、

「新型コロナウイルス感染症拡大の影響で仕事をすることが

できず、生活にも制限があったので不安な状態が続いてい

た。子どもを学校に通わせ続けたいので、このお店を一生懸

命経営したい。」と話してくれました。 （ACE HPより抜粋）

家畜を貸与している様子 Ｂｙ ＡＣＥ

ＷＥ講座 バーチャルツアー「森育ちのしょうがパウダーの
生産地に行ってみよう！」
2023年２月１７日（金）10：30～12：00
ＷＥショップつづきにて

ＷＥショップつづきのフェアト
レード品のしょうがパウダー
ができるまで、作っている村
人たちの生活や、文化を
バーチャルツアーで体験し
てみませんか！
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■寄付のお願い
💛WE21ジャパン都筑は認定NPO法人です。
2000円以上の寄付金は、確定申告によって
税額控除が受けられます。

会員・賛助会員も募集中

振込先：ゆうちょ銀行

00250-0-105516

口座名：特定非営利活動法人
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年末年始のお知らせ
一年間ご利用ありがとうございました。
来年もどうぞよろしくお願いいたします。

12月27日（火）～1月4日（水）休業
1月5日（木）、6日（金）新春市（全品半額）

お得な情報をお届け

＜ボランティア募集中＞
ショップで品出し、値付け、レジ、
接客、チラシ作りなど
ショップまでご連絡お待ちしています

Instagram

i n f o r m a t i o n
💛今 年 も シ ョ ッ プ で チ ョ コ 募 金 始 め ま し た❣

品物を寄付してください💛

お家に眠っている状態の良い品々を、寄付という
形で手放しませんか？

WEショップつづきでは、それらを販売し、困難な
状況にある女性や子どもの支援をしています。

頂きものだけど
使わないスカーフ、
バッグなど服飾品

サイズ違いなど
で使わない下着、
パジャマ等

かわいいチョコ缶には、４人の子どもたちがイラクの自然や動物を描

いています。

今年はイラク戦争開戦20年にあたります。この戦争は、多くの難民を

生み、その時使用された劣化ウラン弾の影響で、多くの子どもたちが

白血病などの病に苦しみました。

唯一の戦争被爆国であり、その研究も進んでいた日本の医師がその

経験を活かそうとして立ち上げたのが、特定非営利活動法人JIM-NET

（日本イラク医療支援ネットワーク）です。

残念ながら、世界ではまだ核兵器はなくならず、それどころか今年2

月に始まったロシアによるウクライナ侵攻では、核の使用をちらつかせ、

原子力発電所への攻撃など戦争の駆け引きとして使われています。

JIM-NETのチョコ募金の対象も、イラクからシリア、福島の子どもたち

へと広がっています。一人でも多くの子どもたちが治療を受け、日常生

活を取り戻せるように、同時にこのような子どもたちの被害を生み出さ

ない平和な社会を取り戻せるように、WEショップではこれからもこの活

動を支援していきたいと思います。今年のチョコ募金にもぜひご協力く

ださい。

💛チョコ募金は

イラク小児がんの支援、シリア難民支援、JIM-NETハウス

（小児がん総合支援施設）の運営、福島の子どもたちの

支援などに使われます。

タオル、ハンカチ
寝具やシーツ、
食器などのギフト

セット


